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日 　 時　令和4年9月28日～29日
参 加 者　大舘　秀孝、齋藤　永、井上　栄一、田代　実
視察場所　岩手県紫

し

波
わ

町、盛岡市、一関市

議 員 行 政 　 視 察 報 告

岩
手
県
紫
波
町

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

岩
手
県
紫
波
町
は
、
岩
手

県
の
中
央
、
東
北
本
線
の
３

駅
を
有
し
、
面
積
２
３
８
・

98
㎢
、
人
口
３
万
３
千
人
、

１
万
２
７
６
７
世
帯
、
高
齢

化
率
31
・
04
％
。
基
幹
産
業

は
農
業
。
循
環
型
ま
ち
づ
く

り
で
環
境
と
福
祉
の
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

経
過
・
背
景
・
要
素

　

地
元
負
担
で
の
新
駅
設
置

に
よ
り
紫
波
中
央
駅
が
開
業

し
た
が
、
新
駅
西
側
の
土
地

10
・
７
ha
は
公
債
費
上
昇
な

ど
で
利
用
計
画
は
塩
漬
け
。

　

平
成
21
年
紫
波
町
公
民
連

携
計
画
基
本
計
画
を
策
定
・

議
決
、
町
有
地
を
活
用
し
公

共
施
設
整
備
と
民
間
施
設
等

立
地
に
よ
る
複
合
開
発
を
目

的
と
し
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
動
。

公
民
連
携
の
町
づ
く
り

　

前
町
長
の
政
策
、
キ
ー
マ

ン
岡
崎
正
信
氏
ら
に
よ
る
公

民
連
携
の
町
づ
く
り
が
展
開
、

環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
町
有
地
を

活
用
し
、
公
共
施
設
整
備

（
町
役
場
庁
舎
・
図
書
館
）

と
民
間
施
設
建
設
（
オ
ガ
ー

ル
施
設
や
木
造
の
分
譲
住
宅

地
な
ど
）
に
よ
る
経
済
開
発
、

そ
し
て
こ
れ
ら
建
築
事
業
等

を
町
内
の
事
業
者
で
請
負
う

と
い
う
複
合
開
発
を
行
っ
た
。

　

不
動
産
開
発
は
、
家
賃
の

相
場
か
ら
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
、

施
設
の
必
要
面
積
か
ら
ボ
リ

ュ
ー
ム
を
設
定
、
着
工
時
入

居
率
を
１
０
０
％
と
し
て
設

計
・
工
事
契
約
と
い
う
逆
ア

プ
ロ
ー
チ
手
順
で
開
発
を
行

い
、
小
リ
ス
ク
の
事
業
を
目

指
し
、
そ
の
通
り
完
成
し
た
。

「
オ
ガ
ー
ル
」
の
感
想

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
情
報
交

流
館
の
年
間
利
用
者
は
35
万

人
、
そ
れ
以
外
産
直
売
り
場

も
平
日
で
も
盛
況
だ
っ
た
。

　

紫
波
中
央
駅
前
整
備
へ
の

前
町
長
の
思
い
が
公
民
連
携

を
軸
と
し
て
町
長
と
議
会
・

民
間
の
キ
ー
マ
ン
と
で
、
官

民
複
合
施
設
が
完
成
し
た
こ

と
は
、
前
町
長
だ
け
で
は
な

く
、
町
職
員
・
議
会
に
加
え

て
民
間
の
思
い
が
結
合
し
た

結
果
で
あ
っ
た
。
紫
波
町
は

今
後
、
旧
庁
舎
側
の
日
詰
地

区
の
開
発
が
課
題
だ
と
説
明

さ
れ
た
が
、
現
在
の
オ
ガ
ー

ル
プ
ラ
ザ
地
区
の
熟
成
と
共

に
反
対
側
の
日
詰
地
区
も
官

民
連
携
し
た
第
２
の
オ
ガ
ー

ル
が
生
ま
れ
、
後
々
も
北
東

北
の
注
目
す
べ
き
一
自
治
体

に
な
る
と
感
じ
た
。

【
説
明
者　

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ

ザ　

八
重
嶋
氏
（
元
紫
波
町

部
長
）】

�

（
記
・
井
上
栄
一
）

岩
手
県

盛
岡
駅
西
口
開
発
事
業

　

盛
岡
駅
西
地
区
の
開
発
事

業
の
手
法
と
事
業
費

◎
土
地
区
画
整
理
事
業

�

３
０
３
億
１
２
４
８
万
円

◎
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

�

66
億
１
０
４
３
万
円

◎
密
集
住
宅
整
備
促
進
事
業

�

23
億
５
千
万
円

　

総
事
業
費

�

３
９
２
億
７
２
９
１
万
円

１　

駅
西
口
開
発
事
業
概
要

⑴　

平
成
３
年
度
～
４
年
度

・
施
行
区
域
の
都
市
計
画
決

定
、
総
合
整
備
計
画
承
認

⑵　

平
成
５
年
度
～
８
年
度

・
土
地
区
画
整
理
認
可
、
都

市
計
画
決
定⇒

・
用
途
地
域
、

再
開
発
地
区
計
画
・
公
的
住

宅
用
地
の
取
得
、
開
発
用
地

分
譲
開
始

⑶　

平
成
９
年
度
～
15
年
度

・
自
由
通
路
供
用
開
始
・
マ

リ
オ
ス
竣
工
、
駅
西
口
駐
車

場
開
業
・
駅
交
通
広
場
供
用

開
始
・
駅
東
西
自
由
通
路
施

行
協
定
締
結

⑷　

平
成
16
年
度
～
25
年
度

・
換
地
処
分
、
盛
岡
駅
東
西

自
由
通
路
供
用
開
始
・
駅
西

口
多
目
的
広
場
供
用
開
始

２　

土
地
区
画
整
理
事
業

⑴　

施
行
者　

盛
岡
市

⑵　

面
積　

35
・
６
ha

⑶　

期
間　

平
成
５
年
度
～

平
成
31
年
度

⑷　

減
歩
率　

43
・

１
％

（
公
共
34
・
８
％
、
保
留
地

８
・
３
％
）

３　

視
察
の
感
想

　

北
東
北
最
大
の
駅
前
再
開

発
事
業
を
推
進
で
き
た
理
由

は
駅
西
側
に
広
大
な
旧
国
鉄

の
敷
地
が
あ
り
、
国
鉄
清
算

事
業
団
か
ら
盛
岡
市
が
開
発

事
業
用
地
の
大
半
を
取
得
で

き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
。

　

盛
岡
市
の
人
口
は
28
万
人
、

県
内
で
近
い
規
模
の
平
塚
市

は
25
万
人
余
り
で
、
財
政
規

模
で
の
比
較
で
は
平
成
３
年

度
か
ら
22
年
の
歳
月
を
か
け
、

西
口
開
発
事
業
が
完
了
し
た

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予

算
１
０
３
３
億
円
に
対
し
平

塚
市
は
１
７
１
５
億
円
だ
。

　

盛
岡
市
は
、
財
政
的
に
は

余
裕
は
な
い
。
そ
の
駅
西
口

開
発
事
業
の
総
事
業
費
は
３

９
２
億
円
だ
が
、
松
田
町
の

駅
周
辺
整
備
事
業
費
は
１
４

９
億
円
で
あ
る
。
し
か
し
、

町
の
工
事
期
間
は
12
年
で
盛

岡
市
の
半
分
で
あ
る
。
人
口

１
万
人
の
財
政
力
の
小
さ
な

町
で
、
そ
の
事
業
費
の
大
半

を
占
め
る
再
開
発
ビ
ル
１
２

０
億
円
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

�

（
記
・
大
舘
秀
孝
）

　

こ
れ
以
外
に
一
関
市
「
協

働
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
輪
っ

し
ょ
い
！
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
も
視
察

し
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

で
割
愛
し
ま
す
。


